
27.PIP工法に使用する受挿し短管と継ぎ輪の接合について教えてください。

一般にダクタイル鉄管の異形管挿し口と継ぎ輪を直接接合することはできません。しかし、PIP工法で使用するPN形等の受挿し短管は、立て坑内で使用す
ることを想定しているため、継ぎ輪との接合を考慮した加工範囲としています。
なお、受挿し短管に継ぎ輪をあずけることはできませんので、せめ配管には使用する場合は前後の配管に留意する必要があります。


